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新たに登録されることになる文化財一覧 

No. 名称 所在の場所 構造形式 建設年代／改修年代 登録基準 

1 高
こう

山
ざん

寺
じ

本堂
ほんどう

 

 

田辺市稲成町 393 鉄筋コンクリート

造平屋建地階付、

瓦葺 

昭和 43 年（1968）／

平成 26 年改修 

二 

2 西南院
さいなんいん

本堂
ほんどう

 

 

 

伊都郡高野町大字

高野山 249 

木造平屋建、桧皮

葺 

明治 34 年（1901）頃

／昭和中期改修 

一 

3 西南院
さいなんいん

経蔵
きょうぞう

 

 

 

伊都郡高野町大字

高野山 249 

土蔵造二階建、銅

板葺 

享和 3年（1803）／

昭和後期改修 

二 

4 西南院
さいなんいん

山門
さんもん

 

 

 

伊都郡高野町大字

高野山字西院谷 249 

木造、銅板葺 昭和 45 年（1970）頃 一 

5 蓮
れん

華
げ

定
じょう

院
いん

本堂
ほんどう

及
およ

び護摩
ご ま

堂
どう

 

伊都郡高野町大字

高野山 700 

土蔵造一部木造平

屋建、桧皮葺一部

金属板葺 

万延元年（1860）／

昭和 48 年（1973）増

築 

一 

6 蓮
れん

華
げ

定
じょう

院
いん

客
きゃく

殿
でん

及
およ

び庫裏
く り

 

 

伊都郡高野町大字

高野山 700 

木造平屋建、桧皮

葺及び金属板葺 

江戸末期／昭和 50

年（1975）頃増築 

二 

7 蓮
れん

華
げ

定
じょう

院
いん

山門
さんもん

 

 

伊都郡高野町大字

高野山字一心院谷

700 

木造、桧皮葺 万延元年（1860） 二 

8 蓮
れん

華
げ

定
じょう

院
いん

塀
へい

 

 

伊都郡高野町大字

高野山字一心院谷

700 

木造、桧皮葺 江戸末期 一 

 

 

登録有形文化財（建造物）とは 

文化財登録制度は、近代を中心とする多くの様々な文化財を保護するため、平成 8 年の文化財

保護法改正によって導入された。許可制を基本とする指定制度に対し、届出制による緩やかな保

護制度で、登録により規制に強く縛られることはなく、建造物の多様な活用を行いやすいことが

特徴である。原則として建設後 50 年を経過した建造物のうち、一定の評価※を得たものが対象と

なり、全国で既に 14,000 件を超える建造物が登録されている。 

※登録基準 

（一）国土の歴史的景観に寄与しているもの 

（二）造形の規範となっているもの 

（三）再現することが容易でないもの 



高山
こうざん

寺
じ

本堂
ほんどう

                              （No.1） 

高山寺は和歌山県田辺市街地北方の高台に

ある真言宗寺院で、南方熊楠や植芝
うえしば

盛
もり

平
へい

の墓所

があることでも知られる。本堂は昭和43年

（1968）に建設されたもので、鉄筋コンクリー

ト造平屋建地階付、瓦葺き屋根である。設計は

戦前期の文部省で文化財建造物修理を指導し

た技術者で、のちに建築史家として活躍した大
おお

岡
おか

實
みのる

（1900-1987）である。古代建築に造詣の

深かった大岡らしく、鉄筋コンクリート造の近

代建築でありながら優美な軒反りとしたうえ、内外には古代建築のモチーフが各所に取り

入れられている。また地階には合気道の祖であった植芝盛平ゆかりの道場が造られている

点も特徴的である。当地域の古刹にふさわしい伝統的外観でまとめられ、境内の歴史的景観

に調和する。 

 

西南院
さいなんいん

 本堂
ほんどう

、経蔵
きょうぞう

、山門
さんもん

                     （No.2～4） 

西南院は高野山の西端に位置する高野山真

言宗の寺院である。本堂（写真）は境内の南東

部に位置する。明治３年（1870）の火災で焼失

したのち明治34年（1901）頃に再建されたと伝

え、木造平屋建、桧皮
ひ わ だ

葺きで、二つの内陣が並

列する平面が特徴的な複合仏堂である。経蔵は

重森三
しげもりみ

玲
れい

により作庭された中庭南側の高台に

建つ。土蔵造二階建、銅板葺きで、一階正面に

は唐破風造の前室を付す。要所に彩色を施し装

飾性に富んだ経蔵である。山門は通りに北面して建つ、大ぶりな表門である。昭和44年（1969）

の火災で焼失した直後に再建されたと伝える。古代や中世の建築から引用した華やかな意

匠をもち、当寺院の正門として歴史的景観の形成に寄与している。 

 

蓮
れん

華
げ

定
じょう

院
いん

 本堂
ほんどう

及
およ

び護摩
ご ま

堂
どう

、客
きゃく

殿
でん

及
およ

び庫裏
く り

、山門
さんもん

、塀
へい

         （No.5～8） 

蓮華定院は高野山の北西に位置する高野山

真言宗の寺院で、真田幸村ゆかりの寺院として

も知られる。境内一帯は天保14年（1843）に火

災に遭い、本堂及び護摩堂（写真）は万延元年

（1860）に再建された。本堂は北側に護摩堂を

併設した複合仏堂で、火災に強い土蔵造である

点に特徴があり、高野山寺院の本堂建築の一つ

の典型を見せる。客殿及び庫裏は江戸時代末期

の建設で、東側の庫裏部、西側の客殿部よりな

る。特に客殿部は、大広間や上段の間を備えており、桧の良材を用いた上質な意匠の書院座

敷となる。山門と塀は天保の火災後本堂と共に再建されたもので、桧皮葺き屋根の均整のと

れた伝統的な形式とし、歴史的風致の色濃い高野山の街路景観を形づくる。 


